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¶ d互 罪作債詐再査崎策雍㋞

互購港濠行

琨考貢菜咋采婚挫貢壕肉詹溝鵠凅遍

付属の「インターネットおまかせ設定ガイド」を参照してインターネットに接
続するための設定を行ってください。
詳細設定で設定内容を変更する場合、もしくは PPP認証プロトコル（PAP/
CHAP）の固定設定を変更する場合は、本追加機能説明書「1-6.PPPoEで１つ
のプロバイダのみ利用する（サブセッションは利用しない）」を参考にしてく
ださい。

１つのプロバイダのみ利用する場合は、メインセッションのみを設
定し、サブセッションには何も設定しないでください。付属のマニュ
アルも併せて参照してください。

左細詐再査崎策惚肉詹溝鵠凅遍

以下の手順「1-2 」～ 「1-5」にしたがって設定してください。

互 罪作債詐再査崎策膏購

MN7320は、同時に複数の PPPoE接続相手先との通信が可能な PPPoEマル
チセッションに対応しました。PPPoEマルチセッションとは、複数の PPPoE
アカウントを使ってそれぞれ異なるネットワークに接続できる機能です。本製
品は、最大８つの PPPoEセッションに同時接続することができます。（最大８
セッションサポート）
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互 罪作債詐再査崎策控肉詹壁㋞荒 左察砦瑳

PPPoEマルチセッションを利用するためには、接続手段が PPPoEであること
以外に、1つの ADSL回線で複数の PPPoEセッションをサポートするブロー
ドバンドサービスであることが必須条件です。NTT東日本、NTT西日本のフ
レッツ・ADSLがこれに対応しています。
フレッツ・ADSLは NTT東日本エリアで最大 2セッション、NTT西日本エリ
アで最大５セッションが利用可能です。（平成 15年 3月現在）
詳しくは NTT東日本・NTT西日本のホームページなどで確認してください。

サブセッションへの接続は、複数の PPPoEセッションを同時に使用
できる ADSLサービスにおいてのみ利用することができます。それ
以外の ADSLサービスをご利用の場合は、絶対にサブセッションを
設定しないでください。

＊その他の PPPoE接続サービスに関しては、サービス事業者に確認し
てください。

＊一般的に同じ PPPoEアカウントを利用して 2つ以上の PPPoEセッ
ションを確立することはできません（2番目の接続動作がプロバ
イダから 2重ログインとみなされるため）。従って、2個以上の
PPPoEアカウントが必要になります。

互 貢 罪作債詐再査崎策接鐶

MN7320 では、接続先設定 No.1 （接続先 1）をメインセッション、それ以外の
接続先をサブセッションと定義します。

MN7320 のマルチセッション機能仕様は以下の通りです。

・同時接続可能セッション数：８セッション　
・マルチセッション対応動作モード：NATルータ、IP ルータ、GapNAT、
　　　　　　　　　　　　　　　　   マルチ GapNAT
・メインセッション、サブセッションとも Unnumbered接続が可能
・サブセッションの動作モードは、メインセッションで設定した動作モードと
　同じになります。
・MN7320の工場出荷時状態でサブセッションに以下の内容がプリセット
     サブセッション１：フレッツ・スクウェア（NTT東日本エリア）
     サブセッション２：フレッツ・スクウェア（NTT西日本エリア）
     サブセッション３：BROBA

＊サブセッションを Unnumbered設定にした場合には LAN側に IPア
ドレスを複数持ち、複数の固定 IPサービスを接続することができます。

＊MN7320前面のPPPランプはメインセッションの状態のみを表示します。

坂阪
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＊サブセッションの状態を知るためには設定画面の機器状態・ログ画
面を参照する必要があります。

＊「フレッツ・コネクト」などのサービスを使用する場合は、メインセッ
ションで接続する必要があるため、プロバイダとの同時接続はでき
ません。

＊ GapNAT通過制限、NATアドレス変換、NATアドレス･ポート変換、
IPフィルタについてはすべてのセッションについて設定が可能ですが、
ワンタッチ設定についてはメインセッションのみが対象となります。

＊ PPPoEマルチセッション機能はMN7320を PPPoEで設定した場
合のみ利用可能です。PPPoA、モデム（ブリッジ）、IPoAで設定し
た場合には有効ではありません。

＊ PPPoE以外の設定内容を編集した場合、サブセッションの設定メ
ニューは表示されません。

＊ UPnP対応アプリケーションはサブセッションでは利用できません。

珙 珩ョ袋纏貢竭酷薙杭

送信先の振り分けは以下の方法で行います。

サブセッション毎に接続ルールを設定し、これに従って使用するセッションを
決定します。
WAN側へのパケット送信時に各サブセッション毎に設定された接続ルールを
参照し、ルールに合致したサブセッション上に送信が行われます。どのサブセッ
ションの接続ルールにも合致しなかったパケットはメインセッション上に送信
されます。

このため、
・メインセッション：プロバイダ（インターネット）への接続
・サブセッション：フレッツ・スクウェアや BROBAなどへの接続
というのが最も一般的な使用方法となります。

＊複数のサブセッションの接続ルールに合致する場合は、サブセッショ
ン 1 → サブセッション 2 → ・・・→サブセッション 8の順番で優先
されます。

＊サブセッション接続ルールは、原則としてそのセッションが PPP接
続完了している場合のみ有効となります。

坂阪
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左細詐再査崎策籬94作察作貢渡陪Y猫

サブセッション接続ルールの指定方法は以下の通りです。

◆　ホスト名

　フル指定 aaa.bbb.ccc.ddd.eee （“aaa.bbb.ccc.ddd.eee”のみ一致）

 前方一致指定 aaa.bbb. [“.”で終了 ] または aaa.bbb.＊ [“.” ＋ “＊”で終了 ]
（”aaa.bbb.”で始まるホスト名は全て一致）

 後方一致指定 .ddd.eee [“.”で開始 ] または ＊ .ddd.eee [ “＊” +“.”で開始 ]
（“.ddd.eee”で終わるホスト名は全て一致）

ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ指定 aaa.bbb.＊ ddd.eee
（“aaa.bbb.”で始まり“ddd.eee”で終わるホスト名は全て一致）

　・ホスト名は最大 63文字です。
　 ・“＊”は 1つのみ使用できますが、ホスト名が“.”で始まる場合または“.”

    で終わる場合は使用できません。
　・空白の場合は検索対象外となります。

◆送信先 IPアドレス、送信元 IPアドレス
　・4個まで指定できます。
　・個別指定、範囲指定、全指定（“＊”）が可能です。
    ・範囲指定では最小値と最大値を“-”（ハイフン）でつないで入力します。
　　　　（例）個別指定の場合：100.1.1.1
　　　　  　　範囲指定の場合：100.1.1.2-100.1.1.100
　  ・空白の場合は検索対象外となります。

◆プロトコル
    ・4個まで指定できます。
    ・1以上 255以下の数値、あるいは、予約済の名前（＊ , TCP, UDP, ICMP）

   で指定します。
    ・空白の場合は検索対象外となります。

◆送信先ポート番号
    ・プロトコルが TCPまたは UDPのものについてはポート番号を指定できます。
    ・個別指定、範囲指定、全指定（“＊”）が可能です。
    ・範囲指定では最小値と最大値を“-”（ハイフン）でつないで入力します。
    ・空白の場合は検索対象外となります。
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互 罪作債詐再査崎策惚肉詹溝鵠

マルチセッションを有効に活用するためにはいくつかのケースが考えられます。
メインセッションは基本的にプロバイダで利用するとして、サブセッションを
どのように活用するかということですが、PPPoEセッションの利用例として
は以下のようなケースが想定されます。

メインセッション：プロバイダＡ
サブセッション１：プロバイダＢ
サブセッション２：フレッツ・スクウェア
サブセッション３：BROBA
サブセッション４：フレッツ・グループアクセス プロ
　　　　　：
　　　　　：

上記例では４セッションの利用例が記述されていますが、フレッツ・
ADSL NTT東日本エリアでは最大２セッションまでしか利用できま
せん。（平成 15年 3月現在）

ここでは、フレッツ・スクウェア、BROBA、フレッツ・グループアクセス プ
ロを例に挙げて、PPPoEマルチセッションの設定例を解説します。

珙琨珩斎削再最刷瑳魂懇昏坤惚肉詹溝鵠

プロバイダの PPPoEアカウントを 1個しか持っていなくても、フレッツ・
ADSLユーザならば、ブロードバンドコンテンツサイトであるフレッツ・スク
ウェアの PPPoEアカウントを無料で利用することができます。

フレッツ・スクウェアは１つのセッションを専有するので、マルチセッション
に対応していない端末（マルチセッション未対応ルータなど）で接続する場合
は、プロバイダとフレッツ・スクウェアの接続をその都度切り替えて利用する
ことになります。

マルチセッション対応ルータ（MN7320など）を利用した場合は、プロバイダ
で１つのセッション、フレッツ・スクウェアで１つのセッションをそれぞれ専
有できるので、接続をその都度切り替える必要がなく、インターネットとフレッ
ツ・スクウェアのコンテンツを同時に利用することが可能となります。
利用方法は、基本的にメインセッションはプロバイダ接続用で利用し、フレッ
ツ・スクウェアはサブセッションで利用します。

MN7320の工場出荷時の状態でサブセッション１にフレッツ・スクウェア（NTT
東日本エリア）、サブセッション 2にフレッツ・スクウェア（NTT西日本エリア）
接続用の設定がプリセットされているので、以下の簡単な手順でフレッツ・ス
クウェアに１つのセッションを専有して割り当てることができます。

下記手順の中で再起動を要求されたときは画面の指示にしたがって再起動して
ください。

注意
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1おまかせ設定を利用してフレッツ・ADSLに接続するための設定をします。

※インターネットおまかせ設定ガイド、付属のマニュアル「第４章　設定しよう」
　を参照

2メニューフレームより [詳細設定 ]をクリックして詳細設定画面を表示します。

3「No.1　omakase-FLETS」の行の [編集する ]をクリックします。

4メニューフレームより [接続先設定 ]をクリックします。

5   　NTT東日本エリアの場合は [No.2（サブセッション 1）FletsSquare East]
をクリックします。NTT西日本エリアの場合は [No.3（サブセッション 2）
FletsSquare West]をクリックします。

6　「PPP自動接続」で [常にする ]または [必要時にする ]にチェックします。[必
要時にする ]にチェックした場合はPPP自動切断までの時間（分）を入力します。

7　必要に応じてサブセッション接続ルールを編集します。　
8　[設定 ]をクリックします。

9　Webブラウザのアドレスに http://www.ÿets/を入力してフレッツ・スクウェア
のホームページが表示できれば正常にサブセッションが確立されています。
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＊サブセッション接続ルールについては、本追加機能説明書
「1-4.MN7320の PPPoEマルチセッション仕様」の「(2)サブセッショ
ン接続ルールの入力規則」を参照してください。

＊サブセッションの接続状態は、設定画面のメニューフレーム [機器状
態・ログ ]で確認できます。

＊フレッツ・スクウェアに関しては、以下のホームページを参照するか、
NTT東日本、NTT西日本にお問い合わせください。

　NTT東日本ホームページ　　　http://www.ntt-east.co.jp/ÿets/
　NTT西日本ホームページ　　　http://www.ntt-west.co.jp/ÿets/

坂阪
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珙琬珩 惚肉詹溝鵠

マルチセッションの利点を積極的に活用することができるプロバイダとし
て、BROBA（http://www.broba.cc/）の「ポータルプラン」が挙げられます。
BROBAは通常のインターネット経由でも利用できますが、１つのセッション
を専有して利用することでより高品質のコンテンツを利用することが可能です。

利用方法は、基本的にメインセッションはプロバイダ接続用で利用し、
BROBAはサブセッションで利用します。
MN7320の工場出荷時の状態でサブセッション 3に BROBA接続用の設定が
プリセットされているので、以下の簡単な手順で BROBAに１つのセッション
を専有して割り当てることができます。

下記手順の中で再起動を要求されたときは画面の指示に従って再起動してくだ
さい。

1　おまかせ設定を利用してフレッツ・ADSLに接続するための設定をします。

※インターネットおまかせ設定ガイド、付属のマニュアル「第４章　設定しよう」
　を参照

2       　メニューフレームより [詳細設定 ]をクリックして詳細設定画面を表示します。

3　「No.1　omakase-FLETS」の行の [編集する ]をクリックします。

4   　メニューフレームより [接続先設定 ]をクリックします。

5  　[No.4（サブセッション 3）BROBA]をクリックします。

6　 「ユーザ ID」で“user-id@broba.cc”の“user-id”の部分を BROBAから割り
当てられた「会員 ID」に書き替えます。
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7   　「パスワード」と「パスワードの確認入力」の欄に BROBAから割り当てられた
パスワードを入力します。

8 　「PPP自動接続」で [常にする ]または [必要時にする ]にチェックします。[必要
時にする ]にチェックした場合は [PPP自動切断までの時間（分）]を入力します。

9　必要に応じてサブセッション接続ルールを編集します。
 [設定 ]をクリックします。

Webブラウザのアドレスに http://www.broba.cc/を入力してから「会員の方の
ログイン」からログインしてコンテンツを利用してください。高品質メニューを
利用できれば、確立されたサブセッション経由でデータがやり取りされています。

10
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